別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：医療整備対策費
	事業名: ＮＢＣ災害・テロ対策設備整備事業費補助金
　　　（地域医療再生臨時特例基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備係　電話番号：058-272-1111（内2536）

　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額： 101,030千円（前年度予算額：193,368千円）
	要求内容


	１　要求の内容


災害発生時に患者の受入、ＤＭＡＴの派遣等を行う災害拠点病院に対して、ＮＢＣ災害、テロ対策用設備整備の補助を行い、ＮＢＣ災害への対応が可能な体制を構築し県内の災害医療体制の充実を図ります。

	２　所要経費


平成25年度整備対象4病院への補助金　　101,030千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	193,368
	96,684
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	96,684

	要求額
	101,030
	50,514
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,516

	決定額
	101,030
	50,514
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,516


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	県内の11災害拠点病院が、ＮＢＣ災害に対応できる医療体制を整えます。
Ｈ25年度までに設備整備を整え、その後は各病院にてＮＢＣ災害訓練を実施し、一層の体制強化を図っていきます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	NBC災害対応資機材整備病院数
	0
（H23）
	（H  ）
	（H  ）
	0
（H23）
	11
（H25）
	0％
     

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	6病院がH24年度中の整備に向けて現在対応しています。
　


（平成24年度の成果）

	H24年度中に６病院に整備される予定です。

　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	原発事故や新型インフルエンザ等への対応時に必要となる設備の整備であり、事業の必要性が高いと言えます。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　 ○

	H24年度からの新規事業であり、H25年3月に執行予定です。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	事業の対象病院を災害拠点病院としていることや財源に地域医療再生基金を活用していることから実施方法の効率化は図られています。


（今後の課題）

	各災害拠点病院にて、当事業で整備した資機材を用いて定期的な訓練を実施していく必要があります。



（次年度の方向性）
	H25年度にて県内のすべての災害拠点病院にてNBC災害・テロ対策設備の整備が完了するため、H25年度をもって終了とします。



＜ＤＭＡＴ（ディーマット）＞


大地震及び航空機・列車事故といった災害時に被災地に迅速に駆けつけ、救急治療を行うための専門的な訓練を受けた医療チーム


＜ＮＢＣ（エヌビーシー）災害＞


核（Ｎuclear）、生物（Ｂiological）、化学物質（Ｃhemical）による特殊災害








